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２０１９年９月期連結決算
セグメント別損益及び貸借対照表説明
２０１９年１１月１４日

常務執行役員 武田 信一郎



１．連結損益計算書
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19年9月期 18年9月期 増減

売上高 4,470 4,485 ▲ 15 主要科目

売上原価 3,864 3,874 ▲ 10 【営業外収益】

売上総利益 606 612 ▲ 6 　受取配当金　　　　6億円

販売費・一般管理費 507 510 ▲ 3 　雑収入　　　　　　14億円

営業利益 99 102 ▲ 3

営業外収益 27 29 ▲ 2 【営業外費用】

営業外費用 11 12 ▲ 1 　支払利息　　 　　　8億円

経常利益 115 119 ▲ 4

特別利益 26 26 ▲ 0 【特別利益】

特別損失 5 7 ▲ 2 　受取賠償金　　　19億円

税金等調整前四半期純利益 135 138 ▲ 3

法人税等 42 43 ▲ 1

非支配株主に帰属する四半期純利益 12 7 5

親会社株主に帰属する四半期純利益 81 88 ▲ 6

(単位：億円）



２．セグメント別 売上高／営業利益
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３－①．漁業・養殖セグメント
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■事業概況：カツオの漁獲増、養殖クロマグロの出荷増により増収、メロの漁獲減と養殖クロマグロの原価高・カツオの販売価格下落に
より、利益率が低下した結果、減益。
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３－②．商事セグメント
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■事業概況：
［水産商事］量販店・外食向けを中心に増収となったものの、輸入マグロの相場下落や中国向け高級商材の販売不振により減益。
［荷受］鮮魚全般の取扱高が減るとともに、相場安や消費低迷により利益率が低下し、減収減益。
［畜産商事］牛肉・豚肉の取扱増および豚肉の利益増により、増収増益。
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３－③．海外セグメント
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■事業概況：
［海外］日本産青物魚の輸出事業等の売上が減少したものの、ニュージーランドでの漁獲好調とタイのペットフード事業での設備増強に

よる操業効率の改善もあり、減収増益。
［北米］欧州販売会社の積極的な販売による増収となったものの、マダラの減枠による取扱数量減、東カナダのカニの取扱数量減、

輸入サケ・マスの販売数量減、国内相場の下落等により、全体として減収減益。
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３－④．加工セグメント
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■事業概況：
［家庭用冷凍食品］主力の弁当カテゴリーの販売が減少し、それに伴う生産減の影響により、減収減益。
［家庭用加工食品］ゼリーの販売が伸び悩んだことにより減収となったものの、缶詰等の価格改定により、増益。
［業務用食品］介護食、コンビニエンスストア、生協向け等の取り組みが下支えとなり、販売が好調に推移したことにより、増収増益。
［化成］ＤＨＡ・ＥＰＡやフリーズドライ製品の販売が好調に推移し、増収増益。
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３－⑤．物流セグメント
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■事業概況：首都圏をはじめとする大都市圏の旺盛な保管需要を取り込んだことにより売上高は前年並みとなり、また、動力費の増加や
労務コストの上昇があったものの、減価償却費等が減少した結果、増益。



（単位：億円）

19年9月末 19年3月末 増減 19年9月末 19年3月末 増減

3,114 2,994 121 2,053 2,038 16

141 121 19 仕入債務 377 335 42

1,150 1,140 9 短期借入金 1,261 1,262 ▲ 1

1,673 1,635 38 その他 416 441 ▲ 25

5 6 ▲ 0 1,741 1,661 80

▲ 4 ▲ 4 ▲ 0 長期借入金 1,451 1,372 79

150 95 55 その他 290 289 1

3,795 3,699 95

2,230 2,210 20 1,283 1,217 66

1,441 1,404 38 資本金 200 200 -             

196 205 ▲ 9 剰余金 1,084 1,018 66

75 81 ▲ 5 自己株式 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 0

593 602 ▲ 9 15 36 ▲ 22

252 250 1

1,549 1,504 46

5,344 5,203 141 5,344 5,203 141

【ご参考】 1,298 1,254 44

非 支 配 株 主 持 分

純 資 産 合 計

自 己 資 本

資 産 合 計 負 債 純 資 産 合 計

　（内　のれん）

　投資その他資産 そ の 他 包 括 累 計

　有形固定資産

　無形固定資産

負 債 合 計

固 定 資 産 株 主 資 本

  貸倒引当金

  その他

  たな卸資産

  短期貸付金 固 定 負 債

  現預金

  売上債権

流 動 資 産 流 動 負 債

４．連結貸借対照表
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総資産の増加理由（141億円）：たな卸資産の季節要因による増加、および設備投資にともなう有形固定資産の増加。
負債の増加理由（95億円） ：運転資本増加にともなう借入金の増加。有利子負債は、2018年9月末と比べ103億円減少。



Thank You
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当資料に記載されております計画や見通し、戦略など歴史的事実でないものは将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点で入手でき
る情報から得られた判断に基づいております。実際の業績は様々な重要要素により、これらの見通しとは異なる結果をもたらしうることをご承
知おきください。また、本資料の著作権やその他本書類にかかる一切の権利はマルハニチロ株式会社に属します。


